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市
内
各
地
の
最
近
の
話
題
や
、
名
所
・
旧
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
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複
合
施
設
建
築
工
事
が

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
し
た
！

　
１
月
下
旬
、（
仮
称
）
都
賀
総
合
支
所
複
合

施
設
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
複
合

施
設
は
、
本
市
の
公
共
施
設
再
編
モ
デ
ル
で
あ

り
、
総
合
支
所
、
公
民
館
、
図
書
館
の
機
能
を

１
つ
に
ま
と
め
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て

の
機
能
も
有
す
る
都
賀
地
域
の
重
要
な
拠
点
施

設
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
に
向
け

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、
電
気
自
動
車
用
充
放

電
器
を
導
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
非
常
用
電
源
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
開
庁
は
令
和
７
年
３
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
工
事
の
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時

公
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
館

の
ロ
ビ
ー

で
、
月
に
２

回
ほ
ど
「
オ

レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
が
開

か
れ
て
い
ま

す
。「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
住
民
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由

に
参
加
で
き
る
つ
ど
い
の
場
で
す
。こ
の
日
は
、

「
栃
木
市
ま
す
ま
す
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
よ

る
体
操
な
ど
で
身
も
心
も
ほ
ぐ
し
た
後
、
薬
剤

師
に
よ
る
「
お
薬
の
正
し
い
飲
み
方
」
の
ミ
ニ

講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
や
お
話
を
楽
し

み
な
が
ら
、
気

軽
に
介
護
や
認

知
症
の
こ
と
を

専
門
家
に
相
談

し
た
り
、
参
加

者
同
士
で
、
お

互
い
の
境
遇
を

分
か
ち
合
っ
た

り
と
、
誰
も
が

ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ

い
。

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　
　
　
　
　
　  

や
っ
て
ま
す
！

　上野動物園のパンダ「シャンシャン」が
中国に返還され、寂しい気持ちになってい
る皆さんへ。パンダ、渡良瀬遊水地にもい
ます！と、言ってもカモの仲間ですが。『ミ
コアイサ』は「パンダガモ」と愛称がある
ほど見た目がそっくり。遊水
地で見られるのは 10 月～３
月頃。今シーズンはもう難し
そうですが、いつかお目にか
かりたいものです。（北）

　
１
月
28
日
、
岩
舟
文
化
会
館
に
お
い
て
、
栃

木
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
岩
舟
ブ
ロ
ッ
ク
・
岩
舟
地

域
青
少
年
育
成
会
議
主
催
「
岩
舟
の
子
ど
も
を

み
ん
な
で
育
て
よ
う
」
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
栃
木
県
国
際
理
解
教
育
研
究
会
か
ら
６
人

の
講
師
を
迎
え
『~

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
国

際
感
覚
を
は
ぐ
く
む
た
め
に~

』
を
テ
ー
マ
に

海
外
教
育
の
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
の
教
育
を
通

し
て
、
日
本
の
良
さ

を
再
認
識
し
た
こ
と
、

多
様
性
を
理
解
し
他

者
と
の
違
い
を
尊
重

す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
な
ど
の
体
験

談
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

「
岩
舟
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育

て
よ
う
」
講
演
会

生涯楽習のつどいが開催されました
　2月 4日、関東ホーチキにしかた体育館において西方公民館による「生涯楽習のつ
どい」が 3年ぶりに開催されました。第 1部では、今年度の公民館活動の振り返りと
して、スライドショーにより講座などの実施報告が紹
介されました。また、第 2部はフレーベル・スターに

よる女性コーラスと読み語
りのコンサートが行われま
した。参加した方々は、美
しい歌声に耳を傾けたり、
迫真の演技にびっくりして
大笑いしたりと、楽しい時
間を過ごしていました。

３年ぶりの開催！～初市祭～
　２月１１日、藤岡中央通りで３年ぶりの開催となる「初市祭」が
開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、立ち並んだ出店で買い物を楽しむ人達や、
道沿いに設けられたイベント会
場での「和太鼓パフォーマン
ス」や「モンキーパフォーマン
スショー」などのイベントを楽
しむ人達で、藤岡中央通りは夜
まで大いに賑わった１日となり
ました。

今月の表紙は、おおひら郷土資料
館で開催されていました『戸長屋敷
のひな祭り』です。写真の上下のデ
ザインは、おひなさまの『階段（段
飾り）』を表現してみました。幼少
のころ、自宅のおひなさまの階段を
駆け上がろうとして、両親に怒られ
ました。この時はじめて、世界には、
上ってはいけない階段があることを
知りました。いい思い出です。（塚）

▲様々な出し物で、楽しい週末を「ちょいたし」！

　２月 18日、とちぎ山車会館前広場にて、栃木市フー
ドバレー協議会が主催する『とちぎおいしい～とこフー
ドバレー「ちょいたし」マルシェ』が開催されました。
　このイベントは、栃木市フードバレー構想に掲げる「食
でとちぎを盛りあげる」取組みの一つであり、会場では、
協議会会員企業の製品や農業団体による農作物の物販、
会員の製品を「ちょいたし」したコラボメニューを提供
するキッチンカーの出店により、とちぎの食をアピール。
さらに、お米・苗木の無料配布、お囃子の演奏、缶バッ
ジの製作体験などが行われ幅広い世代の来客で賑わいま
した。

「ちょいたし」マルシェを開催

▲和太鼓パフォーマンス 夜の初市祭の様子▶

▲今年もたくさんの方が
　参加しました

お二人のハー
モニーが心に
響きます　 ▶

◀迫真のブレーメンの音楽隊

▲海外教育の紹介

パネルディスカッションの様子▶

▲傾聴ボランティア、福祉関係
　者なども参加しています

▶
ど
な
た
で
も
温
か
く
歓
迎
さ
れ
る

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

▲外観イメージ図

▲内装イメージ図

▲工事の様子
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